
活動報告 

感染対策活動の一部を報告します。 

 

手指衛生 

感染対策の基本である手指衛生の遵守率向上に取り組んでいます。 

 

 

尿路感染症 

尿路感染症は、尿道カテーテル留置期間が長いほど感染リスクが増加します。尿道カテーテル留置期間

短縮へ向け、早期抜去に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 



抗菌薬適正使用 

近年、抗菌薬の不適切使用による薬剤耐性菌の出現が問題となっています。2018 年 4 月より抗菌薬適正

使用支援チーム(AST)を立ち上げ、抗菌薬の適正使用へ向けた支援を行っています。 

 

 


